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＜通所利用外来患者様情報＞

· 赤坂　順市様～体重103Kg.、前回受診時より2kg増加している為、食事はカロリ－の少ない物を摂

取する様、体重を減らしていくようにアドバイスがある。

・　佐藤　朗子様～5月連休について、2、3日は仕事で4、5日は休みだとハキハキ話す。重い物を持っても、又、週末になっても疲労は感じないとの事。

　　　　　　　　　メンタヘルスマネージメント資格を取得し資格証が届いたと見せている。

· 松永　勘五郎様～5月5日までうみねこ幸房が休みだと話す。明るく「こんにちは」と笑顔で入室　　

　　　されている。体調面は変わりなく、眩暈、立ちくらみは無く、便通も良いとの事。幸房でのパウンドケーキの作り方を説明している。

＜外来患者様情報＞

・　松山　孝子様～「本当の両親が何時迎えに来るか知りたい」と話し、戸籍上はどうなっているのか医師から質問受け、戸籍上現在の両親が実の両親であると話している。また、昭和60年に東京で歌手の歌をたくさん歌ったがお金は何時貰えるのか、皆に上げたいからたくさん欲しいと話す。医師から現実検討促され、「妄想と言う事にしておきます」と話す。

・　小松　朱里様～　新患、20歳、抑うつ状態。秋田県の国際教養大学2年生。大学での友好関係に満足できず淋しさを感じている。1年間外国に留学するシステムだが友達が先に留学すると供に身体が重い・抑うつ・億劫さが出現。ご本人は来年1月に渡米予定だが、それまでに病気を治したいと自宅のある八戸で治療を希望し受診。秋田の石田内科医院からの紹介内容の薬と同内容処方となる。

· 大久保　康弘様～54歳、統合失調症。子供の声で幻聴が頻繁に聴こえる調子が悪いと話す。精神　

　　　神経用薬2日分処方し、5月3日まで青山荘で病状観察して頂き、3日に外来受診予定。青明舎・訪問看護五福に情報提供している。

· 坂本　房子様～40歳、統合失調症。夜間・日中問わず、4～5日前から体動時眩暈がすると受診。

　　　　　　　　　昼夜の内服をせず、また眠剤も減薬し様子を見て、5月4日に受診する様に伝えている。診察後、内服の説明にぼんやりし理解していない為、再度説明をしている。

· 青木　紀子様～31歳、統合失調症、適応障害。兄様より１０時15分架電あり。内服している薬で

　　　　　　　　ソワソワが出現する為、内服をしたくないと連絡あり。内服継続の必要性を説明すると供に、本日の外来受診を促すが受診せず。
















